
問題１

（１）

けんたさんのカードの並べ方で、２０枚のカードを並べると

｛ ０、１、１、２、０、２、２、１ } ｛ ０、１、１、２、０、２、２、１ } ｛ ０、１、１、２・・・

１周期 ２周期

上のような並びになります。２０番目までは、２周期とあと４枚なので、１周期のカードの

数字の和は、０+１+１+２+０+２+２+１＝９になります。並べたカードの１周期の初めの４
枚の数字の和は０+１+１+２＝４になります。２周期分のカードの数字の和に４をたすと、
９×２+４＝２２になります。

（２）

いくら１００番目まで並べようと、８枚のカード ０、１、１、２、０、２、２、１ を１周期と

して並べていくという規則は変わりません。１００番目まで何周期あるかを求めると、

１００÷８＝１２あまり４で、１２周期と４枚になります。並べたカードの１周期の初めの

４枚の数字の和は０+１+１+２＝４になります。１２周期分の数字の和に４をたすと
９×１２+４＝１１２になります。

答え ２２

答え １１２



（３）

ももこさんのカードの並べ方で１３番目まで並べると、１番目のカードは０、２番目は１、

３番目は０+１＝１で１、４番目は１+１＝２で２、５番目は１+２＝３で３、６番目は
２+３＝５だから１になります。７番目は３+１＝４だから０、８番目は１+０＝１で１、
９番目は０+１＝１で１、１０番目は１+１＝２で２、１１番目は１+２＝３で３、１２番目
は２+３＝５だから１、１３番目は３+１＝４だから０になります。
カードでかき表すと、

｛ ０、１、１、２、３、１ } ｛ ０、１、１、２、３、１ } ｛ ０・・・

１周期 ２周期

上のような並びになります。つまり、ももこさんのカードの並べ方は、６枚のカード

０、１、１、２、３、１を１周期として順にくり返していくということになります。

１周期のカードの数字の和は、０+１+１+２+３+１＝８ ８になります。

もし、カードの数字の和が３３３になるときがあるとすれば、３３３÷８＝４１あまり５

だから、４２周期目の途中にあることになります。６枚のカードの並び順に合計をそれぞれ

求めると、

・０+１＝１・・・１、２番目のカードの数字の和
・０+１+１＝２・・・１、２、３番目のカードの数字の和
・０+１+１+２＝４・・・１、２、３、４番目のカードの数字の和
・０+１+１+２+３＝７・・・１、２、３、４、５番目のカードの数字の和
・１周期すべてのカードの数字の和は８

それぞれの合計１、２，４、７の中にあまりの５はないので、カードの数字の和が３３３に

なることはありません。



問題２

（１）

１辺が１２ｃｍの正方形に、縦、横それぞれ４個ずつ円があるので、１つの円の直径

は１２÷４＝３で３ｃｍになります。太線は１つの円の円周の１／４にあたるところを

３回、３／４にあたるところを１回、１／２のあたるところを３回通っているので、長

さは、

３×３.１４×１／４×３+３×３.１４×３／４+３×３.１４×１／２×３＝２８.２６
で、２８.２６ｃｍになります。

（２）

【理由】

点Ｓをスタートして幾つかの円の周りを通って点Ｇにいくまでの長さの中で、一番短

くなると思う方法を考えました。それは点Ｓから点Ｇに直線を引き、その直線にできる

だけ沿って円の周りを通っていくという方法です。すると、下の図のように、いくつか

の通り道が考えられました。

けれどどれも１つの円の円周の１／４にあたるところを６回、１／２にあたるところ

を１回通ることになるので、通った長さは、

３×３.１４×１／４×６+３×３.１４×１／２＝１８.８４で、１８.８４ｃｍになりま
す。

答え ２８.２６ ｃｍ

答え １８.８４ ｃｍ



（３）

に整理することができます。

２×３.１４×１／４×１０+２×３.１４×１／２＝１８.８４ １８.８４ｃｍになり
ます。

答え 正方形の中の円の個数を変えても全て１８.８４ｃｍになる。だから、円の周り
を通って点Ｓから点Ｇまでいく１番短いときの長さは１８.８４ｃｍである。

気づいたこと

点Ｓからいくつかの円の周りを通って点Ｇにいくまでの最短距離は、正方形の一辺

に並ぶ円の円周の長さの半分と同じ長さになっている。（黄線を赤線に移動）

Ｃ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

ＤＡ

Ｂ

はじめに、図１のように１辺が１２ｃｍの正方形Ａ

ＢＣＤの中の円の個数を４個にして考えます。すると、

正方形の中に縦、横２つずつ円があるので、１つの円

の直径は、１２÷２＝６で、６ｃｍになります。点Ｓ

から点Ｇに直線を引いて、それに近くなるように通り

道を考えました。１つの円の円周の１／４にあたると

ころを２回、１／２にあたるところを１回通ることに

なるので長さは、移動させて考えると赤線のところに

整理することができます。

６×３.１４×１／４×２+６×３.１４×１／２＝
１８.８４ １８.８４ｃｍになります。
次に、図２のように１辺が１２ｃｍの正方形ＡＢＣ

Ｄの中の円の個数を９個にして考えます。すると、正

方形の中に縦、横３つずつ円があるので、１つの円の

直径は１２÷３＝４で４ｃｍになります。同じように

考えると、それは１つの円の円周の１／４にあたると

ころを４回、１／２にあたるところを１回通ることに

なるので長さは、移動させて考えると赤線のところに

整理することができます。

４×３.１４×１／４×４+４×３.１４×１／２＝
１８.８４ １８.８４ｃｍになります。
次に、図３のように１辺が１２ｃｍの正方形ＡＢＣ

Ｄの中の円の個数を３６個にして考えます。すると、

正方形の中に縦、横６つずつ円があるので、１つの円

の直径は１２÷６＝２でｃｍになります。同じように

考えると、それは１つの円の円周の１／４にあたると

ころを１０回、１／２にあたるところを１回通ること

になるので長さは、移動させて考えると赤線のところ

図１

図２

図３



問題３

（１）

【理由】

①アイスクリームの売上個数の予測

表１ ７月第１週・第２週のアイスクリームの売上個数

表１からアイスクリームは天気に左右され、晴れの日は１００個、くもりの日は８０

個、雨の日には６０個売れていることが分かります。だから、７月第３週の日曜日は雨

なので、６０個売れると予測しました。

②スイカの売上個数の予測

表２ ７月第１週・第２週のスイカの売上個数

表２から、スイカは曜日に左右され、日、土曜日は１０個、それ以外の日は３個売れ

ていることが分かります。だから、７月第３週の日曜日は１０個売れると予測しました。

③スポーツ飲料の売上本数の予測

表３ ７月第１週・第２週のスポーツ飲料の売上本数

表３から、スポーツ飲料は天気や曜日に左右されず、１日ごとに売上本数が２本ずつ

増えていることが分かります。だから、７月第３週の日曜日は、前日の土曜日の１４６

本に２本を加え、１４６+２＝１４８ １４８本売れると予測しました。

④牛乳の売上本数の予測

表４ ７月第１週・第２週の牛乳の売上本数

表４から、牛乳は天気や曜日に左右されず、毎日８５本売れていることが分かります。

だから、７月第３週の日曜日も８５本売れると予測しました。

１週目 日 月 火 水 木 金 土 ２週目 日 月 火 水 木 金 土

天気 くもり 雨 晴 雨 くもり 晴 くもり 天気 晴 晴 晴 雨 くもり くもり くもり

アイスクリーム 80 60 100 60 80 100 80 アイスクリーム 100 100 100 60 80 80 80

１週目 日 月 火 水 木 金 土 ２週目 日 月 火 水 木 金 土

天気 くもり 雨 晴 雨 くもり 晴 くもり 天気 晴 晴 晴 雨 くもり くもり くもり

スイカ 10 3 3 3 3 3 10 スイカ 10 3 3 3 3 3 10

１週目 日 月 火 水 木 金 土 ２週目 日 月 火 水 木 金 土

天気 くもり 雨 晴 雨 くもり 晴 くもり 天気 晴 晴 晴 雨 くもり くもり くもり

スポーツ飲料 120 122 124 126 128 130 132 スポーツ飲料 134 136 138 140 142 144 146

１週目 日 月 火 水 木 金 土 ２週目 日 月 火 水 木 金 土

天気 くもり 雨 晴 雨 くもり 晴 くもり 天気 晴 晴 晴 雨 くもり くもり くもり

牛乳 85 85 85 85 85 85 85 スポーツ飲料 85 85 85 85 85 85 85

答え アイスクリーム ６０個 スイカ １０個

スポーツ飲料 １４８本 牛乳 ８５本



（２）

【理由】

（１）で売上個数の予測をする時に見つけたきまりをもとに、７月第３週の売上個数

を予測すると、次のようになります。

表５ ７月第３週の商品の売上個数の予測

表５から通常の時のこの１週間の利益を考えると、利益＝１個あたりの利益×予測個

数で求められ、表６のようになります。

表６ ７月第３週に予測される利益

次に、全ての曜日を「特売日」としたときの利益を考えると、

特売利益＝１個あたりの特売利益×予測個数×２で求められ、表７のようになります。

表７ ７月第３週に予測される利益

表６、表７より第３週のそれぞれの曜日を特売日としたときの純利益は次のようにな

ります。

日曜日にした場合

式 24854+25700+27640+27780+26120+28060+27400=187554 187554円
月曜日にした場合

式 26560+25870+27640+27780+26120+28060+27400=189430 189430円
火曜日にした場合

式 26560+25700+28286+27780+26120+28060+27400=189906 189906円
水曜日にした場合

式 26560+25700+27640+28422+26120+28060+27400=189902 189902円
木曜日にした場合

式 26560+25700+27640+27780+26278+28060+27400=189418 189418円
金曜日にした場合

式 26560+25700+27640+27780+26120+28694+27400=189894 189894円
土曜日にした場合

式 26560+25700+27640+27780+26120+28060+25670=187530 187530円
よって、１週間全体でみたときの総利益を１番大きくするためには火曜日を特売日に

設定すればよい。

１週目 日 月 火 水 木 金 土
天気 雨 くもり 晴 晴 くもり 晴 雨

アイスクリーム 60 80 100 100 80 100 60
スイカ 10 3 3 3 3 3 10
スポーツ飲料 148 150 152 154 156 158 160
牛乳 85 85 85 85 85 85 85

１週目 日 月 火 水 木 金 土
アイスクリーム 5400 7200 9000 9000 7200 9000 5400
スイカ 4000 1200 1200 1200 1200 1200 1200
スポーツ飲料 10360 10500 10640 10780 10920 11060 11200
牛乳 6800 6800 6800 6800 6800 6800 6800
合計 26560 25700 27640 27780 26120 28060 27400

１週目 日 月 火 水 木 金 土
アイスクリーム 6840 9120 11400 11400 9120 11400 6840
スイカ 2000 600 600 600 600 600 2000
スポーツ飲料 10064 10200 10336 10472 10608 10744 10880
牛乳 5950 5950 5950 5950 5950 5950 5950
合計 24854 25870 28286 28422 26278 28694 25670

答え 火曜日


